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【序章】 

 まず、この卒業論文において、「モチベーション」とは、動機づけ、

やる気、意欲に関わる要因と定義し、この言葉を使う。 

私は、普段の生活なかでモチベーションというものが日常的に気

になっていた。 

やらなくてはいけない課題があり、やらなくてはいけない、とわ

かっていてもその課題に集中して取り組むことができないという状

況を多くの人が経験したことがあるはずだ。モチベーションについ

て、その行動によって得られる対象の魅力、得られる度合い、行動

により対象を得られる可能性の関係性によって変化する、という単

純な理屈はわかるが、情報の多様化、国際化が進ことによる複雑化

など、行動によって得られる対象を明確に知ることが難しくなる現

代で、対象だけでモチベーションをつくることは難しい、また、行

動する環境がモチベーションに与える影響も大きい。 

私はこう考え、モチベーションについて研究することでモチベー

ションを理解し、行動による対象とは別なところでモチベーション

を維持する方法を考察した。 

モチベーションについて、実践的に取り入れられていてかつ、私

が共感し、理解しやすいと考え、モチベーションとスポーツについ

ての関わりについても調べた。 

【第１章】 

 第１章では、モチベーションの問題に対するアプローチ、関連す

る概要や理論で七つに分け紹介した。 

１動機づけの精神分析的理論 

フロイトの動機づけ理論が中心 

２動因理論 

ハル(C.L.Hull）の理論を中心に理論によって分析さ 

れた現象も検討 

３クルト・レヴィンの場の理論 

レヴィン(K.Lewin)の理論が中心 

４達成理論 

アトキンソン(Atkinson,1957,1964）の理論が中心 

５社会的学習理論と自己責任性 

ジュリアン・ロッター(Julian Rotter,1954)の理論が中心 

６帰属理論 

 

認知心理学と帰属理論ついて 

７行動の帰属理論 

期待―価値理論の立場から、感情反応、対人評価における帰属の効

果について 

８まとめ 

紹介した理論をまとめ、モチベーションについて自身の理論を構築

した。 

【第２章】 

 スポーツ、におけるモチベーションを調べた。スポーツ、身体活

動におけるモチベーションのための目標設定を調べた。 

 また、日本のプロスポーツにおけるモチベーション管理への取り

組みとして、JBL を例にどのように行われているかを調べた。 

【第３章】 

  研究の結果から、考察しモチベーションというものはどのよう

なことに影響され、変化するか、目標設定がモチベーション、身体

活動、に与える影響という点を踏まえ、モチベーションを維持する

方法を考察した。 

 今回、研究したが、まず、インターネットで「モチベーション」

と検索をかけても資格などが上位の検索結果であり、次がメンタル

トレーナーのブログが表示される。現場、公式の発表においてどの

ようなことを行った、ということが表示されることはない。このこ

とからまだ大衆の関心を集めることができていないということがわ

かる。確かに、メンタル管理などに対し、一般的にあまり良いイメ

ージがもたれていない現状はある。しかし、私は、プロスポーツの

強化といえば資金投入による強力な助っ人獲得というスポーツの習

慣から新たなチーム強化の策の一つにモチベーションなどのメンタ

ルの管理による強化が広がることによりスポーツの戦術的パターン

の増加による面白みの広がり、普及につながるという可能性は大い

にありえると考える。 

日本のプロスポーツの代表として、プロ野球を例に上げても、チ

ームの強化のため監督、コーチ、選手の移籍という話は聞いても、

メンタルトレーナーなどによる強化努力は聞かない。 

 今後、モチベーションなどのメンタルへの関心が広がり、メンタ

ルトレーナー、コーチによるチーム管理という手段で、金銭面によ

る強化だけではないチーム強化を期待したい。 


